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第15回文芸サロン講座 開催

第15回文芸サロン講座は2018年10月20日の総会のあとに行われ、

「モーツァルト最晩年(1791) の小曲を聴く」と題し、文芸学部教授

武藤剛史先生にご講演いただきました。

実際に小曲の一部を聴きながらお話をうかがうことができました。

当日配布された武藤先生の資料(要旨)をもとに、講演の概要とその

所感を柴田貴代美さん (S59卒)に書いていただきました。

モーツァルトは、生涯で六百数十曲を作曲しましたが、

1790年は5曲しか作曲していません。その理由は、イ

ンスピレーションの枯渇(ジャン = ヴィクトール・オカール)に

あったのではないかと言われています。「打ち砕かれた自

我、魂の死」があったということだそうですが、彼がフリー

メーソン(会員同士の親睦を目的とした友愛団体であり、

秘密結社)を信奉していたため、新たに即位した皇帝か

ら疎んじられたことも理由の一つと考えられています。

父親に宛てた手紙に「常に死がある」と書いていて、

そこに悲しみが感じられ、「死」と「生」は切り離せない

もので、「死」の中に自分の存在の底を感じていたのでは

ないかということです。

けれども、最晩年(1791年)は30曲近く作曲しています。

放

時間

第五日
一演題「モータフ一講師

小曲を文芸学部放武藤剛史

自分の魂の真の根底を意識するにいたり、魂の再生、新

たな命の蘇り、それが最晩年の創造力復活の秘密だろう

と武藤先生は述べられました。

そして、晩年は聴衆を喜ばせることや、聴衆の称賛を

得ることではなく、モーツァルトは思い煩いから解放さ

れ、自分の内的宇宙から響いてくる音楽に聴き入ろうと

し、自分の音楽が生まれる源泉の在処をはっきり突き止

めたのだと述べられていました。

『グラス・ハーモニカのためのアダージョとロンド ハ

短調 K.617』は、モーツァルト自身の魂のもっとも深い

ところから生まれているようで、モーツァルト的情調の

エッセンスそのもの (マッサン夫妻)という指摘があります。

また、この小曲ひとつに最晩年のカタルシス (魂の浄化)

がすっかり表現されている(コルマン&オルテガ) というこ

とです。

武藤先生は、学生時代に住んでいらした京都で、仏文
学と共にモーツァルトに夢中になられたそうです。私達

学生に、そんな話をされたことがなかったので、全く知

りませんでした。

私は1989年に文芸学部に入学し、1、2年生は、出来

たばかりの八王子校舎に通っていました。2年生から仏
文学コースに決まりましたが、1年生からフランス語を

選択していたので、若かった武藤先生の授業を受けてい

ました。仏文学専攻の学生は二十数名しかおらず、科目

によっては数名という時もありました。先生は時々はに

かんだ笑顔で、優しく私達を見守って下さっていました。

その武藤先生は、この3月で退職されます。大学には

私達の知っている先生が、いらっしゃらなくなります。

とても寂しい気持ちです。
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文芸OGネットワーク総会

2018年度文芸 OG ネットワーク総会は、10月20日

に2号館の607号教室で開催された。今回は、役員会

での話し合いの結果、共立祭と同じ日に行うこととなっ

た。川瀬治子氏の司会で総会は11時に始まった。会場

には、演劇のポスターの一部が展示された。

代表の多田久恵氏の挨拶のあと、会報、劇芸術資料整

理、文芸サロン講座、共立祭、ホームページの各担当者

より 2017年度の活動報告と2018年度の活動予定の説
明があった。またホームカミングデイの報告も加えられ

た。会計からは、2017年度の収支決算の報告があり、

会計監査からも相違ないとの報告があった。また 2018

年度の予算が提示されて会員の承認が得られた。最後

に多田久恵氏から 2019年度の活動についての話があっ

た。昼食、懇談をはさみ午後1時半より文芸サロン講

劇芸術資料室から

座が行われた。総会の出席は29名、サロン講座は35

名であった。

共立講堂と本館ホール展示

1938(S13)年に落成した共立講堂は、戦前戦後を

通じて音楽会会場として有名であった。音楽だけではな

い。俳優座は「オセロウ」 (1952) や「十二夜」 (1961) を、

文学座は「結婚の申し込み」 (1946、47) 「驟雨」 (1960)

を上演している。共立講堂は長らく芸術文化の発信の場

であったのだ。

昨年9月から11月にかけて本館ホールでは総合文化

研究所主催・文芸OGネットワーク協力のもとに「宝塚

展」と「文学座展」が開催された。多数のポスター、貴

重な古い演劇資料の展示とともに「宝塚歌劇の現在展」
では歌劇研究の第一人者である立教大学特任教授川崎賢
子氏の講演と、元宝塚雪組トップスター水夏希氏を迎え
ての対談が催された。川崎先生は100年の歴史をふま

えながら最近の宝塚演劇活動を具体的に紹介され、改め

て宝塚の魅力と底力を示されていた。水夏希氏は退団後

の活躍も目覚ましく、その潑刺とした前向きの姿勢は宝

塚で培われたものでもあろうが、聴衆を十分魅了するも

のであった。

「戦後新劇と文学座展」では演劇評論家大笹吉雄氏に

よる講演と「女の一生」の布引けい役の俳優山本郁子氏
を迎えての対談が行われた。「文学座の80年と今」と
題された講演で大笹氏は、文学座が時代とともに、また
ある時は時代を先取りする形で新劇運動を牽引してきた

80年の歩みを、明晰な口調で語っておられた。今や文

学座を代表する俳優の一人である山本郁子氏は和服姿も

美しく、研究生時代から入団以後の活動、また故杉村春

子や故太地喜和子とのふれあいを懐かしく語っておられ
た。ファンとおぼしき男性のお一人は「共立に演劇コー

スがあるとは知りませんでした」と語りながら、展示資

料を熱心に覗いておられた。おりしも神保町は「神田古

本まつり」の真っ最中。本館ホールが、かつての共立講

堂と同じく、文化と芸術を発信する空間であってほしい

と望むものである。

多田久惠(S45 院卒)

青年のためのシェークスピア祭
ウィンザーの陽気な
4月女房たち10日 ヒル・引

ヒール

俳優度公演

順二記

4月13日ヒル・ヨル
14日 ヨル

15日ヒル・ル

共立講堂
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水青山主男
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子子子栄輝幸道瀬田塚中東岸村楠大東野
入場

価 標日報
民運営会

一後援

東京都高校 演劇研究会

食卓の文化も向上している! 牛乳は文化のバロメーターメーター

新鮮な栄養を代表する 森永牛乳
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